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我が国の総人口は、令和元年(2019)10 月 1 日現在 12,617 万人となっており、平成 20 年

(2008)をピークに長期の人口減少に転じている。今後、その減少幅は大きくなると見込まれ 

 令和 11 年(2029)年に人口 12,000 万人を下回った後も減少を続け、令和 35 年(2053)には、

10,000 万人を割って 9,924 万人となり、令和 47 年(2065)には 8,808 万人になると推計され

ている。65 歳以上人口は、「団塊の世代」が 65 歳以上となった平成 27 年(2015)に 3,387 万

人となり、「団塊の世代」が 75 歳以上となる令和 7 年(2025)には 3,677 万人に達すると見込

まれている。平成 2 年(1990)に 12.1%であった我が国の高齢化率は、令和元年(2019)までの

間に 16.3%上昇して、総人口に占める割合は 28.4%(3,589 万人)に達し、その後は減少に転じ

ると推計されている。総人口が減少するなかで 65 歳以上の者が増加することにより高齢化率

は上昇を続け、令和 18 年(2036)に 33.3%で 3 人に 1 人になる。令和 24 年(2042)以降は 65

歳以上人口が減少に転じても高齢化率は上昇を続け、令和 47 年(2065)には 38.4%に達して、 

 国民の約 2.6 人に 1 人が 65 歳以上となる社会が来ると推計される。総人口に占める 75 歳以

上の割合は、令和 47 年(2065)には 25.5%となり、約 3.9 人に 1 人が 75 歳以上の者となると

推計されている。 

出生については、昭和 49 年(1974)に当時の人口置換水準を下回って以降は、低下傾向にあ 

り、平成 2 年(1990)には、前年の出生率が丙午の年(1966)を下回る 1.57 と発表され「1.57 シ 

ョック」と言われた。その後も出生率の低下傾向は続き、平成 17 年(2005)には、過去最低の 

1.26 を記録した。平成 18 年(2006)以降は穏やかな上昇傾向にあったが、ここ数年微減傾向 

にあり、令和元年(2019)における出生数は、87 万人と過去最低となった。将来推計人口にお 

ける令和 22 年(2040)の出生数は 74 万人と推計されており、令和元年(2019)の 9 割、平成元 

年(1989)の約 6 割の水準になると見込まれている。 

 平均寿命については、平成 2 年(1990)に男性 75.92 歳、女性 81.90 歳であったが、令和元 

年(2019)までの約 30 年間で約 5 年以上伸びて男性 81.41 年、女性 87.45 年となった。今後の

約 20 年間でも約 2 年伸び、令和 22 年(2040)には男性 83.27 年、女性 89.63 年になることが

見込まれている。 

採用・定着・育成の強化を最重要項目に揚げ、高校生を対象とした企業求人説明会に積極

的に参加しました。ハローワーク主催の求人説明会に参加申込むも新型コロナウィルス感染

拡大防止のため中止延期となりました。引き続き学校関係、人材紹介会社、派遣会社、シル

バー人材センター、地区回覧、職員紹介、インターネット等の媒体をフルに使い獲得に努め

ました。今年度は、新卒 3 名(高卒 3 名)の応募があり厳正なる選考会を行い採用しました。中

途採用については、新卒(専門卒 1 名)を含め、応募者が昨年より増加傾向にあり、有資格者(介

護福祉士等)を優先できる環境にありました。職員が安心して働き続けられる職場づくりが出

来るよう職場環境の整備及び採用より 3 ヶ月を目途に本人との話の出来る環境作りに努め結

果、離職率が下がりました。また、将来を見据えた異動、資格取得補助等積極的に行い組織



基盤の強化に努めました。職員の勤務状態、個人の悩み等把握し「早めの対応」を心掛けコ

ミュニケーションがとれる環境づくりに努めました。託児所利用の職員については、定着促

進に向けた多様な働き方(土・日定休、時短)が出来るよう現場の協力の下、定員 8 名運用の効

率化を最大限に図り離職率の低下に貢献しました。また、託児所があることの強み及び「安

心して預けて働ける」環境が整っていることを各ネットワークで PR し差別化を図りました。 

人材育成の一環として、外部より専門講師を招き専門的知識の向上及び職員間の情報共有

を計画しましたが、新型コロナウィルス感染拡大防止により中止となりました。地域包括職

員と法人(施設長、事務長、担当リーダー)との情報懇談会(1 回/2 ヶ月)は昨年に引き続き継続

し、法人内センター運営状況等共有し相互の共通認識が出来ました。また、他部署との情報

懇談会も開催できるように努めてまいります。 

特養みのり園では、助成金交付条件の中、大規模改工事(WiFi 関連、勤怠管理システム等)

を行い、業務の効率化を図り入居者へのサービスの質の向上に努めました。また、その他老

朽化により補修が年々多くなるなか全体のバランスを取りながら、複数の業者より見積り取

り値段交渉後、信頼のおける業者に委託しました。簡易な修理は自社で行い、職員一人一人

が節水、節電、消耗品等の節約に積極的に取り組み経費削減に努めました。 

消防訓練については、年２回実施し昼間訓練と夜間想定訓練を交互に行い非常時に混乱し

ないような訓練を実施しました。昼間訓練では、特養とデイサービスセンターとの合同訓練

とし利用者様にもご協力いただきました。また、浸水指定地区に指定された施設(つつみ園)

については、避難確保計画(2018 年度作成)に基づき、利用者に協力をいただき訓練を実施し

ました。防犯マニュアル(不審者対応)を作成し、特に休日等管理者不在、職員が少ない時など

の対応が安全且つスムーズにできるよう徹底しました。また、地域との連携を密にして訓練

の実施をしてまいります。 

豊田みのり福祉会としては「住み慣れた地域で誰もが安心して暮らすことのできる、福祉

のまちづくりをめざして」人権を尊重し、明るく快適な生活の場を提供し自立支援を促し、

且つ社会的、文化的生活への参加をさせることを目的に施設が持つ機能を効果的に開放し福

祉の拠点として、地域住民と密着した施設の機能を高める事を提供でき、地域に貢献するこ

とができました。 

新型コロナウィルス感染症対策として、基本方針に基づき感染源とならないよう「飲酒を

伴う懇親会等」「大人数や長時間におよぶ飲食」「マスクなしでの会話」「狭い空間での共同生

活」「居場所の切り替わり」等徹底して避けるよう適宜指導しました。また、パソコンやエレ

ベーターのボタンなど複数の職員が共有するものは定期的に消毒するなど継続的に努めてお

ります。出勤前検温の実施報告、発熱(37.0 度以上)が認められる場合など対策(出勤はせず外

出を控える、4 日以上続くときは帰国者・接触者相談センターに連絡する)を徹底しておりま

す。感染症の疑いのある利用者がある場合は、早期に隔離し保健所の指導の下、安全対策の

徹底に努めております。面会については、感染拡大防止のため引き続き中止しております

(WEB 面会は利用可)。 

利用者数は、特別養護老人ホーム豊田みのり園は減少、ショート利用者は微増、みのり園

デイは増加、いさと園デイは減少、特別養護老人ホーム豊田つつみ園は増加、ヘルパーは減

少、つつみ園デイは減少、特別養護老人ホーム豊田わかばやし園は減少となりました。 



支出として水道、ガス、電気、燃料等単価変動により昨年度より大幅に増加しました。紹介

手数料(人材紹介会社)を最低限に抑え、他の媒体(ハローワーク、地元回覧チラシ、職員紹介、

ホームページ等)を最大限に活用し削減に努めました。 

令和４年４月１日現在 役 員 １５名（理事６名・監事２名・評議員７名） 

          職員数２０２名（常勤１２９名・非常勤７３名） 

主な事業 

１、法人事務局 （常勤３名兼務） 

 特別養護老人ホーム「豊田みのり園」開設１８年目を迎え、職員教育、特に法人理念実現の

ための教育に重点をおきました。職員の確保と職員の処遇の改善等行い職員が安心して働け

るよう努めました。また、キャリアアップの仕組みを整備し非常勤から正規職員への登用も

推進しました。各種研修会への参加、福利厚生、人事管理に努めました。新規卒業者や中途

応募者の採用活動に努め、引き続き良好な関係の下、各学校関係等に呼びかけました。長期

間安心して働ける環境づくりに努めてまいりました。 

交通安全については、業務車両等の交通事故ゼロを目指して、各施設(みのり園・いさと園

つつみ園・わかばやし園)において豊田警察署の専門指導員による講習を計画しましたが、新

型コロナウィルス感染拡大防止のため 2 年連続で中止となりました。安全衛生委員会を中心

に、交通安全運動を行い、特に全国交通安全週間には、通達・ポスター等で職員に交通安全

の呼びかけを実施しました。事故件数は 16 件(みのり園 4件・いさと園 6 件・つつみ園 5 件・

わかばやし園 1 件)と昨年 15 件に比べ 1 件増加となりました。その中でデイサービス車両と

軽自動車よる物損事故については、過失割合当方 9 割、相手方 1 割、損害金額当方 120,241

円、相手方 119,900 円合計 240,141 円の費用が発生しました。事故当事者にはペナルティと

して、2 週間の公用車運転禁止の厳しい処置が課せられることを知らしめました。16 件の事

故の内デイサービスの事故が 9 件(16 件の内)と半数を超えており、デイサービス管理者、事

故当時者には、余裕を持ったタイムスケジュール管理及び運転技術の向上を目指すよう指導

しました。また、事故の要因分析(DR 映像確認)を徹底し防止に取組んでまいります。 

 労働災害については、2 件(①右眼球に液体洗剤が直接入った。②車いすの下に足を入れて

しまい右足第三指の爪が割れた)発生しました。いずれも軽症で休業労災にはならなかった。

介護職員 2 名には、液体洗剤の取扱い(使用後キャップを締める)、車いすの取扱い(タイヤの

下には足を入れない)等基本を遵守するよう指導しました 

メンタルヘルス、ハラスメント等については、報告、連絡、相談、指導を行う窓口を設定

し申し出職員の個人情報が漏れないよう規程に基づき対処し、職場環境の改善に努めました。 

 ストレスチェックについては、実施者(産業医)であることを明確にし、全職員(常勤・非常勤) 

を対象に実施し結果、産業医の面談希望者(高ストレス者)1 名あり、面談の結果についての助

言があり対応しました。引き続き、産業医との情報共有を行い適正に実施していきます。 

２、特別養護老人ホーム豊田みのり園 (定員９０名・常勤 ５２名 非常勤 １５名） 

 入居者の人間性を尊重し、有する能力に応じ自立した日常生活を営むことが出来るよう、

可能な限り、居宅における生活への復帰を念頭において、入浴、排泄、食事等の介護、相談

援助及び療養上の世話を行うことを、令和元年度の目標とし、入居者の楽しめる企画を多く

実施しました。季節に合った行事（レクリエーション）を多く実施し利用者の満足度をアッ



プにつなげるよう取り組んできました。日常生活の充実を図るため、管理栄養士を中心に新

メニューの試作、ソフト食の試食を行いました。また、毎月行事を実施し、出来るだけ季節

感を感じることができるように施設の中にとどまらず、入所者の気分転換、モチベーション

アップを目的とした外出行事を行い入所者、家族の方々に大変喜んでいただきました。各委

員会を開催し職員間のコミュニケーションを図り問題意識の共有化に努めました。 

長期面会が中止となっている中、広報誌の充実を図り入居者みなさんの様子などご家族に知

っていだくよう努めました。年間を通して入院、退所が多く稼働率も下がり減収となりまし

た。            

※入所が２６名（内訳 施設等８名・居宅１０名・有料老人ホーム３名・その他５名） 

※退所が２７名（内訳 死亡等１３名・医療機関５名・その他９名） 

※車いすボランティア以外の学生職場体験等の受け入れは新型コロナウィルス感染拡大防止の

ため受入を中止。 

介護度別及び年度別比較表                     （延べ利用者数） 

 要介護５ 要介護４ 要介護３ 要介護２ 要介護１ 計 平均介護度 

令和 3 年度 ８，３６８ １１，９３７ ７，６９８ ３６５ ０ ２８，３６８ ４．００ 

令和⒉年度 １０，１３０ １０，０９８ ８，０７５ ３６５ ０ ２８，６６８ ４．０４ 

比 較 －１，７６２ １，８３９ －３７７ ０   ０ －３００  

平均年齢 87.9 歳(昨年 87.8 歳) 平均稼働率 86.35%(昨年 86.6%) 

３、みのり園ショートステイセンター   （定員２０名） 

 ご利用者がその有する能力に応じ自立した日常生活を自宅で営むことが出来ることを、念 

頭において、入浴、排泄、食事等の介護及び療養上の環境を整えお世話をいたしました。 

ご利用者の心身の機能維持並びにご家族の身体的及び精神的負担の軽減を図るよう努めました。

利用頻度の高い方々が入院や老人保健施設に入所され、延べ人数が減少しているため、一人当

たりの利用日数は減少しています。引続き利用の勧誘に努めました。 

※令和 3 年度１日平均 5.5 名 令和 2 年度 1 日平均 5.5 名 令和元年度 1 日平均 8.9 名  

介護度別及び年度別比較表                       （利用実人数） 

 要介護５ 要介護４ 要介護３ 要介護２ 要介護１ 要支援 計 

令和３年度 ２０ ６０ ４５ ４２ ６０ ２ ２２９ 

令和⒉年度 １３ ６１ ５６ ４６ ４３ ４ ２２３ 

比 較 ７ －１ －１１ －４ １７ －２ ６ 

稼働率 27.4%(昨年 27.3%) 

４、みのり園デイサービスセンター（定員４０名・常勤５名・非常勤４名・運転手３名） 

  ご利用者がご家族との在宅生活を円滑に送れるよう支援し、日々の介護に携わる家族に対

して知識、技術を常に磨き介護力を高めて提供できました。また要望を聞き介護計画の充実

を目指し、施設内及び施設外の研修会、勉強会に精力的に参加しました。ご利用者の方に室

内でも十分楽しんでいただけるようなレクリエーション等を実施し喜んでいただきました。 

ご利用者人数については、ケアマネ等新規獲得に働きかけ良好な関係を保ち、また、広報誌

等で空き状況をお知らせして新規獲得に努めました。ご利用者が入院、ショート利用、施設



入所等ありましたが、年間通して増加となりました。引続き、営業活動を行うと共に、他施

設との差別化及び地域に根ざした施設を目指してまいります。 

介護度別及び年度別比較表                        （延べ利用者数） 

 要介護５ 要介護４ 要介護３ 要介護２ 要介護１ 要支援 計 

令和３年度 ３５３ ５７６ ３６８ １，０５４ １，３６４ ６３１ ４，３４６ 

令和２年度 ２６１ ５７０ ３３６ １，０８７ １，２５５ ５５４ ４，０６３ 

比 較 ９２ ６ ３２ －３３ １０９ ７７ ２８３ 

平均介護度 2.02(昨年 2.1)・平均利用人数 14.1 名(昨年 13.1 名) 

５、みのり園ヘルパーステーション（常勤３名・登録ヘルパー１７名・事務職員１名） 

 ケアマネージャーと情報の共有及び利用者の状態の要望や意向を把握し活動内容、時間な 

ど考慮して常にモニタリングを行いケアプラン作成の向上に努めました。また、訪問介護、訪 

問看護、地域包括支援センターなどと積極的に連携を図りご利用者の状況を報告するとともに 

ご本人、ご家族のニーズに応ずるよう改善に努めました。毎月のテーマを決めて、講師(外部、 

包括、栄養士等)を招き全員参加できる内部研修を実施し、情報の共有化に努めました。また、 

法律の改正等基本など専門家による指導を依頼し全体のレベルアップに努めました。また、管 

理栄養士指導の下、調理実習等を行い、栄養の面より知識を習得し活動に役に立つよう努めま 

した。ご利用者は入院、施設へ入所等で減少となりました。 

訪問件数年度別比較表                       （延べ訪問件数） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 計 

令和３年度 ６３０ ５８７ ５６０ ５５６ ５３７ ５５０ ３，４２０ 

令和２年度 ８４３ ７２１ ７５２ ７９２ ７９４ ８０４ ４，７０６ 

比 較 －２１３ －１３４ －１９２ －２３６ －２５７ －２５４ －１，２８６ 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 

令和３年度 ６４９ ６４８ ６４１ ６０８ ６２５ ６８３ ３，８５４ 

令和２年度 ８０８ ７１１ ７５１ ６１３ ５５６ ７２０ ４，１５９ 

比 較 －１５９ －６３ －１１０ －５ ６９ －３７ －３０５ 

       －１，５９１ 

６、みのり園居宅介護支援センター（常勤４名） 

 介護保険法の理念に基づき要支援状態或いは要介護状態にある高齢者自らの意思を尊重し、 

その新進の状態に応じた能力を活かし、住み慣れたご自宅等で出来るだけ自立したその方らし 

い生活を営むことができると共に、状態の悪化を予防できるよう医療・福祉の関係機関又は、 

地域の方々と連携し、総合的に支援を行いました。また、信頼されるケアマネ事業所であるこ 

とを目標としケアマネ連絡会や内外の研修会に積極的に参加しました。ご家族からも信頼さ 

れ頼りになるケアマネを目指して、資質向上、専門的知識、技術向上図り、積極的にご利用者 

の意向を聞きより質の高いサービスを提供できました。 

プラン件数年度別比較表                         （延べ件数） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 計 

令和３年度 １４５ １５４ １５６ １５４ １５２ １４５ ９０６ 



令和２年度 １５２ １５１ １５９ １５１ １５１ １５１ ９１５ 

比較 －７ ３ －３ ３ １ －６ －９ 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 

令和３年度 １４３ １５１ １５０ １４７ １４２ １４６ ８７９ 

令和元年度 １４８ １５１ １４９ １４２ １４５ １４０ ８７５ 

比較 －５ ０ １ ５ －３ ６ ４ 

       －５ 

７、みのり園地域包括支援センター （常勤３名・ 非常勤２名) 

  高齢者が要援護状態に陥ることや、要援護状態であっても状態が悪化しないよう必要な支

援を行うために、対象区域である豊田市南部（若園中学校区）の地域の実態把握とともにそ

の心身の状況・環境その他に応じて介護予防その他の適切な事業が包括的かつ効果的に提供

支援することができました。令和３年度も継続してネットワークの充実を図り地域に密着し

た支援ができました。地域のニーズを訪問、相談、面接を通じて把握して、実態に合った介

護予防プラン及び介護教室（年間数回・認知症予防、健康測定等）、認知症サポーター養成校

講座を６回開催しました。新型コロナウィルス感染拡大防止のため実施回数を制限しました。

人材育成計画に基づき包括的に支援事業に専念できる環境の整備に努め、３包括(みのり園・

つつみ園・わかばやし園)との情報を共有し職員の資質向上に努めました。 

年度別比較表                              (電話・訪問・来園・対応件数)             

 電話 訪問 来所 対応件数 

令和３年度 ３，３１８ ９７７ ２０３ ５，２７６ 

令和２年度 ３，８５１ １，８４９ ６０３ ６，３０８ 

比 較 －５３３ －８７２ －４００ －１，０３２ 

８、いさと園デイサービスセンター（定員４０名・常勤４名・非常勤９名・運転手３名） 

 ご利用者及びご家族のニーズを聞きご利用者の人達に室内で楽しんでいただけるように自 

立支援に繋がる個別（生け花・音楽）のプログラム及びレクリエーションを実施し関わりを 

密にして大変喜んでいただきました。特に手作りおやつの回数を増加、また体操の内容(プロ

グラム)を定期的に変更し、マンネリ化を予防しご利用者のモチベーションアップに努めまし

た。また、連絡帳はご家族に十分情報が伝わるよう丁寧な記入に心がけました。 

人数につきましては、入院、特養、老健入所及び年間を通して体調不良者が多く出ましたが、

空き情報をケアマネ等に情報を共有し集客に努めましたが減少となりました。地域に根ざし

た施設を目指し、愛されるデイサービスセンターを目指してまいります。ボランティア等に

ついては、新型コロナウィルス感染拡大防止により受け入れは中止しています。 

介護度別及び年度別比較表                      （延べ利用者数） 

 要介護５ 要介護４ 要介護３ 要介護２ 要介護１ 要支援 計 

令和３年度 １８ ６３３ ８５１ ２，２０２ ２，４０６ １，０９５ ７，２０５ 

令和２年度 １ ８７３ ７８１ ２，５７５ ２，２４０ １，１４６ ７，６１６ 

比 較 １７ －２４０ ７０ －３７３ １６６ －５１ －４１１ 

平均介護度 1.7(昨年 1.7)・平均利用人数 23.8 名(昨年 25.1 名) 



９、いさと園生活支援通所サービス事業所（常勤兼務 1 名、非常勤兼務 1 名） 

地域の実情に応じて、住民等の多様な主体が参画し、サービスを充実することにより、要

支援者に対する効果的かつ効率的な支援等可能とし、地域の支えあいの体制づくりを推進し、

高齢者の社会参加や生きがい作りを通して、高齢者自身の能力を最大限に発揮できるよう介

護予防の取組みを推進し地域に貢献できました。 

利用人数年度別比較表(令和２年度)                              （延べ利用者数） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 計 

事業対象者 ７(20) ４(20) １０(20) ５(24) ７(11) １０(13) ４３(108) 

要支援 1 ９(0) ７(0) ９(0) ７(0) ８(0) ７(0) ４７(0) 

要支援 2 ０(2) ０(3) ０(1) ０(0) ０(1) ０(5) ０(12) 

合 計 １６(22) １１(23) １９(21) １２(24) １５(12) １７(18) ９０(120) 

     １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 

事業対象者 ５(10) ７(11) ７(10) ５(10) ６(8) ５(10) ３５(59) 

要支援 1 ７(8) ８(3) ８(0) ８(0) ７(3) ８(4) ４６(18) 

要支援 2 ０(4) ０(3) ０(4) ０(4) ０(4) ０(4) ０(23) 

合 計 １２(22) １５(17) １５(14) １３(14) １３(15) １３(18) ８１(100) 

比 較       －４９ 

１０、特別養護老人ホーム豊田つつみ園（定員２９名・常勤２１名・非常勤７名） 

 入居者一人ひとりの意思及び人格を尊重し、居宅における生活への復帰を念頭において、 

入居前と入居後の生活が連続したものとなるよう配慮しながら、各ユニットにおいて相互に 

社会的関係を築き、自律的な日常生活を営むことが出来るよう支援していくことを運営方針

とし、初年度より、地域交流ふれあい夏祭りや新年会などをはじめ、出来るだけ季節感を感

じることの出来る行事を月々企画し積極的に受け入れ入居者の皆様に大変喜んでいただきま

した。入居希望者には、ご本人、ご家族の意向をもとに素早い対応を心掛け獲得に努めまし

た。受入れの環境が整い常に空床がないように努めました。引き続きケアマネ及び関係機関

(医療機関・役所)との良好な関係を維持し、連絡を密にするよう努めてまいります。 

※入居１４名（内訳 老健７名・自宅５名・その他２名） 

 ※退居１５名（内訳 死亡９名・入院４名、その他２名） 

介護度別及び年度別比較表                      （延べ利用者数） 

 要介護５ 要介護４ 要介護３ 要介護２ 要介護１ 計 平均介護度 

令和 3 年度 １，７７１ ３，６０８ ４，１０５ ０ ０ ９，４８４ ３．９３ 

令和２年度 １，６６０ ３，２７４ ４，４３７ ０ ０ ９，３７７ ３．９３ 

比 較 －４０ ２９５ －３１７ ０ ０ １０７  

平均年齢 87.8 歳(昨年 88.6 歳)  稼働率 89.6％(昨年 88.9％) 

１１、つつみ園居宅介護支援センター   （常勤１名） 

 介護保険法の理念に基づき要支援状態或いは要介護状態にある高齢者自らの意思を尊重し、 

その新進の状態に応じた能力を活かし、住み慣れたご自宅等で出来るだけ自立したその方らし 

い生活を営むことができると共に、状態の悪化を予防できるよう医療・福祉の関係機関又は、 



地域の方々と連携し、総合的に支援を行いました。ご利用者及びご家族のニーズに基づき、安 

心した生活が送れるように、ご利用者及びご家族とともにサービスプランを考え各事業所と積 

極的に連携を取りながらプランを作成しました。介護予防・自立支援をめざし公平な立場で 

満足していただける頼りになるケアマネージャーを目指して積極的に研修等に参加し、より質 

の高いサービスを提供できました。また、各種の研修に積極的に参加いたしました。 

プラン数及び年度別比較表                       （延べ件数） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 計 

令和３年度 ３５ ３１ ３６ ３７ ３９ ３８ ２１６ 

令和２年度 ３７ ３５ ３６ ３６ ３７ ３８ ２１９ 

比 較 －２ －４ ０ １ ２ ０ －３ 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 

令和 3 年度 ３７ ３５ ３４ ３４ ３３ ３５ ２０８ 

令和２年度 ３５ ３５ ３２ ３６ ３７ ３４ ２０９ 

比 較 ２ ０ ２ －２ －４ １ －１ 

       －４ 

１２、つつみ園地域包括支援センター （常勤４名） 

  高齢者が要援護状態に陥ることや、要援護状態であっても状態が悪化しないよう必要な支

援を行うために、対象区域である豊田市（前林中学校区）の地域の実態把握とともにその心

身の状況・環境その他に応じて介護予防その他の適切な事業が包括的かつ効果的に提供支援

することができました。令和３年度も継続してネットワークの充実を図り地域に密着した支

援が出来るように２４時間の連絡体制整備出来事故の予防に努めました。また、苦情対応に

対する適切な対応ができ、対処法等職員間で情報共有すると共に再発防止に努めました。地

域のニーズを訪問、相談、面接を通じて把握して、実態に合った介護予防プラン及び介護教

室を実施しました。人材育成計画に基づき包括的に支援事業に専念できる環境の整備に努め、

３包括(みのり園・つつみ園・わかばやし園)との情報を共有し職員の資質向上に努めました。 

年度別比較表                           (電話・訪問・来所・対応件数) 

 電話 訪問 来所 対応件数 

令和３年度 ４，６６８ １，０２８ ２１０ ７，１９９ 

令和２年度 ４，６３３ １，９３３ ５３０ ７，０９６ 

比 較 ３５ －９０５ －３２０ １０３ 

１３、つつみ園デイサービスセンター （定員１８名・常勤３名・非常勤８名・運転手３名） 

  ご利用者１人ひとりのご要望を聞きながらご利用者の人達に楽しんでいただける(習字・体

操・ゲーム等)レクリエーションを実施しました。また、音楽療法を取り入れ脳の活性化及び

回想法として心身の健康に努めました。昨年は、複数のボランティアを受け入れ大変楽しん

でいただきましたが、新型コロナウィルス感染拡大防止のため本年度は受入を中止しました。

利用者に喜んでいだくよう、敷地内に花・野菜など栽培し季節を感じていただきました。 

新規獲得につきましては、ケアマネ及び関係機関と良好な関係を保ち積極的に取組みました。

インフルエンザ等体調不良者、入院、ショート利用、当日キャンセル等がありましたが、敏 



速な対応を心掛け最小限の減少となりました。引き続き営業活動等行い利用者の増加に努め

ました。 

介護度別及び年度別比較表                      （延べ利用者数） 

 要介護５ 要介護４ 要介護３ 要介護２ 要介護１ 要支援 計 

令和３年度 ０ ４４ ３６７ ７７３ １，８４７ ３５３ ３，３８４ 

令和２年度  ０ ８ ５６０ ６５３ １，９２５ ３６３ ３，５０９ 

比 較  ０ ３６ －１９３ １２０ －７８ －１０ －１２５ 

平均介護度 1.8(昨年 1.8) 平均利用人数 11.6 名(昨年 11.9 名) 

１４、特別養護老人ホーム豊田わかばやし園（定員２９名・常勤２２名・非常勤１名） 

  入居者一人ひとりの意思及び人格を尊重し、居宅における生活への復帰を念頭において、

入居前と入居後の生活が連続したものとなるよう配慮しながら、各ユニットにおいて入居者

が相互に社会的関係を築き、自律的な日常生活を営むことが出来るよう支援していくことを

運営方針とし、施設外出行事計画・実施や夏祭り、新年会などをはじめ、出来るだけ季節感

を感じることの出来る行事を月々企画し、入居者の皆様に大変喜んでいただきました。 

外部研修には積極的に Web 参加し資質向上に努めました。また、内部研修については隔月１

回程度実施し、情報の共有化及びモチベーションアップ向上に努めました。 

※入居９名（内訳 老健３名・有料２名、その他４名） 

※退居１３名（内訳 死亡４名、入院５名、その他４名） 

介護度別及び年度別比較表                       （延べ利用者数） 

 要介護５ 要介護４ 要介護３ 要介護２ 要介護１ 計 平均介護度 

令和３年度 ２，３５２ ５，８０９ ８００ ３６５ ０ ９，３２６ ４．０８ 

令和２年度 ４，１２１ ４，５７２ ７２１ １５０ ０ ９，５６４ ４．３２ 

比 較 －１，７６９ １，２３７ ７９ ２１５ ０ －２３８  

平均年齢 86.1 歳(昨年 89.9 歳) 稼働率 83%(昨年 90%) 

１５、わかばやし園居宅介護支援センター   （常勤 1 名） 

 介護保険法の理念に基づき要支援状態或いは要介護状態にある高齢者自らの意思を尊重し、 

その新進の状態に応じた能力を活かし、住み慣れたご自宅等で出来るだけ自立したその方らし 

い生活を営むことができると共に、状態の悪化を予防できるよう医療・福祉の関係機関又は、 

地域の方々と連携し、総合的に支援を行いました。ご利用者及びご家族のニーズに基づき、安 

心した生活が送れるように、ご利用者及びご家族とともにサービスプランを考え各事業所と積 

極的に連携を取りながらプランを作成しました。介護予防・自立支援をめざし公平な立場で満 

足していただける頼りになるケアマネージャーを目指して積極的に研修等に参加しより質の高 

いサービスを提供できました。 

プラン件数年度別比較表                         （延べ件数） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 計 

令和３年度 ２７ ２７ ２９ ２８ ２８ ２７ １６６ 

令和２年度 ３５ ３４ ３０ ３５ ３３ ３５ ２０２ 

比 較 －８ －７ －１ －７ －５ －８ －３６ 



 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 

令和 3 年度 ３０ ２９ ３３ ３６ ３７ ３８ ２０３ 

令和２年度 ３２ ３４ ３３ ３３ ３１ ３５ １９８ 

比 較 －２ －５ ０ ３ ６ ３ ５ 

       －３１ 

１６、わかばやし園地域包括支援センター （常勤６名） 

 高齢者が要援護状態に陥ることや、要援護状態であっても状態が悪化しないよう必要な支 

援を行うために、対象区域である豊田市（高岡中学校区）の地域の実態把握とともにその心身 

の状況・環境その他に応じて介護予防その他の適切な事業が包括的かつ効果的に提供支援する 

ことができました。令和３年度も継続してネットワークの充実を図り地域に密着した支援がで 

きました。地域のニーズを訪問、相談、面接を通じて把握して、実態に合った介護予防プラン 

及び介護教室（年間６回・認知症予防、家族交流会等）を実施しましたが、新型コロナウィル 

ス感染拡大防止のため昨年度より一部自粛しました。 

人材育成計画に基づき包括的に支援事業に専念できる環境の整備に努め、３包括(みのり園・

つつみ園・わかばやし園)との情報等共有職員の資質向上に努めました。            

年度別比較表                      (電話・訪問・来所・対応件数) 

 電話 訪問 来所 対応件数 

敬和３年度 ５，４０２ １，１４６ ２２６ ７，７４９ 

令和２年度 ５，４０３ １，９２５ ６３６ ７，９６５ 

比 較 －１ －７７９ －４１０ －２１６ 

 

                     以 上 



会 務 の 運 営 

 

当法人の事業、活動を円滑に遂行するため、令和３年度において、理事会（４回）及び 

評議員会（３回）を次のとおり開催しました。 

 

１、理 事 会（４回） 

（１）第１回理事会 

     日  時  令和３年６月 ９日（水）午前１０時００分～午前１１時００分 

     場  所  豊田市中根町男松７９番地 

           特別養護老人ホーム豊田みのり園 地域交流スペース             

     出  席   理事定数６名 (現人員６名) 出席数５名  欠席数１名 

           監事２名  出席数２名 

     議  案 

    議案第１号 新役員(理事・監事)の推薦について 

    議案第２号 令和２年度事業報告書(案)並びに収支決算書(案)について 

議案第３号 令和３年度第１回評議員会開催について 

議案第４号 評議員選任・解任委員会開催について 

議案第５号 評議員選任・解任委員選任について 

議案第６号 評議員の推薦について 

    報告第１号 理事長の自己の職務の執行の状況報告について 

    報告第２号 つつみ園地域包括支援センター運営規定の一部変更について 

（２）第２回理事会 

     日  時  令和３年６月２４日（木）午前１１時００分～午前１１時１５分 

     場  所  豊田市中根町男松７９番地 

           特別養護老人ホーム豊田みのり園 地域交流スペース        

     出  席  理事定数６名 (現人員６名) 出席数６名  

監事２名  出席数２名 

議案第７号 理事長の選定について    

（３）第３回理事会 

     日  時  令和３年１１月１５日（月）午前１０時００分～午前１１時００分 

     場  所  豊田市中根町男松７９番地 

           特別養護老人ホーム豊田みのり園 地域交流スペース        

     出  席  理事定数６名 (現人員６名) 出席数６名   

監事２名  出席数１名 欠席数１名 

    報告第３号 (1)理事長の自己の職務の執行の状況報告について 

                   (2)半期事業報告書、収支決算書並びに後期予測について 

          (3)特別養護老人ホーム豊田みのり園運営規程の一部変更について 

          (4)みのり園ショートステイセンター運営規程の一部変更について 

          (5)みのり園デイサービスセンター運営規程の一部変更について  

          (6)つつみ園地域包括支援センター運営規程の一部変更について 

          (7)特別養護老人ホーム豊田わかばやし園運営規程の一部変更について 



          (8)わかばやし園地域包括支援センター運営規程の一部変更について 

          (9)つつみ園地域包括支援センター運営規程の一部変更について 

                    (10)わかばやし園地域包括支援センター運営規程の一部変更について 

                    (11)特別養護老人ホーム豊田みのり園運営規程の一部変更について 

(12)みのり園ショートステイセンター運営規程の一部変更について 

(13)特別養護老人ホーム豊田つつみ園運営規程の一部変更について 

(14)特別養護老人ホーム豊田わかばやし園運営規程の一部変更について 

               (15)わかばやし園地域包括支援センター運営規程の一部変更について 

           (16)みのり園地域包括支援センター運営規程の一部変更について 

                    (17)給与規程の一部変更について 

          (18)令和 3 年度豊田市介護施設等整備事業費補助金の内示について 

（３）第４回理事会 

     日  時  令和４年３月１６日（水）午前１０時００分～午前１１時００分 

     場  所  豊田市中根町男松７９番地 

           特別養護老人ホーム豊田みのり園 地域交流スペース        

     出  席  理事定数６名 (現人員６名) 出席数６名   

監事２名  出席数１名 欠席数１名 

   議  案 

    議案第８号 令和３年度補正予算書(案)について 

    議案第９号 令和４年度事業計画書(案)及び収支予算書(案)について 

議案第１０号バルクタンク交換工事について 

議案第１１号令和３年度第３回評議員会開催について 

    報告第４号 理事長の自己の職務の執行の状況報告について 

    報告第５号 (1)介護施設等大規模修繕について 

          (2)みのり園地域包括支援センター運営規程の一部変更について 

                   (3)特別養護老人ホーム豊田みのり園運営規程の一部変更について) 

                    (4)みのり園ヘルパー運営規程の一部変更について 

                    (5)つつみ園地域包括支援センター運営規程の一部変更について) 

                    (6)みのり園地域包括支援センター運営規程の一部変更について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          



２、評議員会（３回） 

（１）第１回評議員会 

     日  時 令和３年６月２４日（木）午前９時２５分～午前１０時２０分 

     場  所 豊田市中根町男松７９番地 

          特別養護老人ホーム豊田みのり園 地域交流スペース      

     出  席 評議員定数７名 (現人員７名) 出席数６名  欠席数１名  

          監事２名  出席数２名 

     報告第１号 令和２年度事業報告書(案)について 

議  案 

    議案第１号 令和２年度収支決算書(案)について 

        議案第２号 新役員(理事・監事)の選任について 

（２）第２回評議員会 

    日  時  令和３年１１月１５日（月）午前１０時００分～午前１１時００分 

    場  所  豊田市中根町男松７９番地 

          特別養護老人ホーム豊田みのり園 地域交流スペース 

    出  席  評議員定数７名 (現人員７名) 出席数６名 欠席数 1 名 

          監事２名  出席数１名 欠席数１名 

   報告第２号 (1)事業報告書、収支決算書並びに後期予測ついて 

  (2)令和３年度豊田市介護施設等整備事業費補助金の内示について 

（３）第３回評議員会 

     日  時 令和４年３月２８日（月）午前１０時００～午前１１時００分 

     場  所 豊田市中根町男松７９番地 

          特別養護老人ホーム豊田みのり園 地域交流スペース      

     出  席 評議員定数７名 (現人員７名) 出席数７名   

          監事２名  出席数１名 欠席数１名  

     報告第３号 令和２年度事業報告書(案)について 

議  案 

    議案第３号 令和３年度補正予算書(案)について 

    議案第４号 令和４年度事業計画書(案)及び収支予算書(案)について 

 

 


